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登録No. ｂ-04003

番号：

ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ

概要
（簡潔に箇条
書きとする）

□１.軟弱地盤対策 □５.その他

□２.舗装関係

□３.バリアフリー・ユニバーサルデザイン

■４.省スペース化 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（　％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（　％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□4.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□5.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□6.低下 番号： 1
7.その他 ■1.　（止水性　向上） 番号： 1

開発体制 ■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学) 番号：

開発者名

会社名： 住所：

技術
□1.県内 担当部署： TEL：

■2.県外 （内線）

2 担当者名： FAX：

E-mail：

会社名： 住所：

営業
■1.県内 担当部署： TEL：

□2.県外 （内線）

1 担当者名： FAX：

E-mail：

施工実績 県内現場 件　←自動計算のため入力しないこと

　当該新技術等に関する説明会・現地見学会等の開催の可否（県内開催に限定）

新技術等の ■1.発注者側の希望日・希望場所で開催可能

ＰＲ □2.開発側で日程等を準備する。

□3.実施しない（県内での開催は無理，又は，個別に対応する，など） 番号：

評価結果

試験フィールド事業

029-227-0015

029-227-0037

1

株式会社　ピーエス三菱

新技術等　申請資料（１／５）　表紙（概要）

新技術等名称 Ｈ型ＰＣ杭
収受受付年月日 2005/4/18
処理区分 活用技術

そのまま仕上げ壁、完成体になるＰＣ土留材 開発年 2003/4/15

新技術等の
区分

□1.工法　□2.機械　□3.材料　■4.製品　□5.その他 4

配慮事項
（県の地域
特性等）

NETISへの登
録状況

工種区分 (ﾚﾍﾞﾙ１，２まで記入) 登録年月日

現場打ち擁壁工
33.6%
50.4%

問合せ先
（所在地が
県内or県外
を必ず選
択）

株式会社　ピーエス三菱 東京都中央区銀座７丁目16番12号（G-7ビル）

技術本部土木技術第二部 2544（中井）

中井、蝦名、荒井 mnakai@psmic.co.jp

株式会社　ピーエス三菱

03-4562-3075

03-4562-3072

新技術等の
効果

0

4

・盛土、切土に対して土留めをする技術である。
・本設工が仮設工を兼用でき、工期、工費を削減できる。
・高強度ｺﾝｸﾘｰﾄを使用したﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ方式ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ杭であり経済的断面である。
・断面形状がＨ型をしており、杭圧入後間詰め部にｺﾝｸﾘｰﾄを充填することにより、高い
止水性を確保できる。
★★★主な用途★★★
・立体交差ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ・道路擁壁・調整池・橋台下部工・防震壁・造成地擁壁・水路　他

茨城県水戸市三の丸１－４－７３

東京土木支店水戸営業所

阿部 n-abe@psmic.co.jp

1

登録番号

擁壁工 平成16年11月12日 KT-040028



Ｈ型ＰＣ杭 登録No.

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

（適用条件）

施工、使用上の条件：
　Ｎ値≦100、100mm以上の玉石が出現する土質条件では、補助工法が必要である。
適用条件：三点式杭打ち機　施工ヤード13m×30m以上
①標準断面での適用の範囲としては、最大壁高8m程度であるが、地盤条件によっては、部材断
面高さを増加させることは可能であり、それ以上の壁高（9～10m程度）でも対応可能である。
②間詰部に補強材としてH鋼を設置することによりH型PC杭と間詰部の合成効果により、剛性を
向上させ対応壁高を増加させることが可能である。

新技術等　申請資料（２／５）
新技術等名称 ｂ-04003

・本設工が仮設工を兼用でき、工期・工費の低減が可能。
・従来の現場打ちコンクリートの大半が工場製品となるため、大幅な工期削減となる。
・ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ桁と同じ製造方法で製作・品質管理されているため品質保証された製品である。
・H型PC杭の間にｺﾝｸﾘｰﾄを打設するため、高い止水性を確保できる。
・杭幅が1.05mであり、2軸オーガーで掘削するため施工速度が速く全体工期を削減できる。
・底版下の杭セクション部に隙間が有り地下水の流れを遮断しない。
・中堀工法の採用で、低騒音・低振動で施工が可能。
・無水掘削であり、沈設後の周辺地盤の乱れが小さく施工ヤードが汚れず周辺環境に良い。
・水抜き材設置により、地震時間隙水圧上昇を防止し液状化を抑制することが可能。
・目地部が重ね合わせのスライド構造であり、水平方向の施工誤差を80mm吸収できる。
・縦方向に接続することにより、運搬不可能な杭長にも対応できる。
・先端根固めをすることにより、杭としての機能も発揮することが可能。
・仮設土留を使用しないため、施工用地の削減→交通渋滞の緩和→社会的コストの削減につながる。
・県内に工場を保有(行方郡玉造町大字芹沢字上山920-82)。県内産の材料を使用。運搬費の軽減が可能。

A-2

①部材の搬入。
②導枠の設置。
③オーガスクリューをH型PC杭に挿入(H型PC杭建込み前に杭本体にオーガをセットします)。
④3点式杭打ち機にH型PC杭をセット。
⑤2軸のオーガスクリューにより杭先端を掘削しながらH型PC杭を沈設。
⑥所定深度まで沈設が完了したら、オーガスクリューを引き抜く。支持杭としての機能が必要
な場合は、先端根固めを行う。
⑦間詰め部の清掃。必要に応じて、鉄筋かご・水抜き材の設置。
⑧間詰めコンクリートの打設。

□1(1).歩掛あり（標準）　□1(2).歩掛あり（独自）　□2.歩掛なし

・施工費：積算資料(案)に掲載
・材料費：
　　①杭長10.0m～15.0m以下の1本当たりの材料費：435,000～652,500円
　　②杭長15.5m～20.0m以下の1本当たりの材料費：674,250～870,000円
　　③杭長20.5m～25.0m以下の1本当たりの材料費：891,750～1,087,500円



（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

積算資料等

施工管理基準資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 2
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 4
新案番号

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

新技術等　申請資料（３／５）
新技術等名称 Ｈ型ＰＣ杭 登録No.ｂ-04003

A-3

①支持杭として使用する場合は先端根固めを行う。
②100～200mm程度の玉石が点在する場合、専用のハンマーグラブにより撤去する。
③300mm以上の玉石が点在する場合、杭を引き抜き補助工法により破砕する。
④間詰部の土砂は専用ﾊﾞｹｯﾄにより排除し、高圧水にて洗浄。間詰ｺﾝｸﾘｰﾄの付着を確保する。

①製品バリエーションの充実(形状・寸法・有効プレストレス量)
②設計・施工マニュアルの作成
③空頭制限下での施工
④更なるコスト縮減

①施工実証試験および水平載荷試験　　②継ぎ杭施工確認試験および載荷試験
③施工精度および止水性の確認試験　　④水圧試験
⑤底版との接合構造（剛結）確認試験

Ｈ型ＰＣ杭　実証試験報告書（概要）

Ｈ型ＰＣ杭　積算ﾏﾆｭｱﾙ（案）

Ｈ型ＰＣ杭　施工ﾏﾆｭｱﾙ（案）作成中

製品品質規格：ＪＩＳ（ＰＣ矢板）　文献：道路橋示方書他
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登録No.ｂ-04003

実績件数　   県内現場数→ 0 件　　　　　　　　　　　　　　　県外現場数→ 4

施
工
実
績

発　注　者 工　期
工　事　名

及び
路河川等名称

工事請負者

㈱ピーエス三菱 2003/9/16～12/24 Ｈ型ＰＣ杭　実証試験－１ ㈱ピーエス三菱

㈱ピーエス三菱 2004/5/25～7/6 Ｈ型ＰＣ杭　実証試験－２ ㈱ピーエス三菱

㈱ピーエス三菱 2004/10/25～12/2 Ｈ型ＰＣ杭　実証試験－３ ㈱ピーエス三菱

東京都江戸川区役所 2005/1/21～3/30 葛西駅前駐輪場工事
（製品納入のみ　2005年度施工予
定　県内工場で生産）

㈱ニューテック

新技術等名称 Ｈ型ＰＣ杭

実績数が多い場合は，別添としても可。なお，その際も，件数についてはこの表に記入すること。

県
外

県
内

新技術等　申請資料（４／５）　施工実績



新技術等　申請資料（５／５）　（写真等）

新技術等名称 Ｈ型ＰＣ杭 登録No.ｂ-04003

A-5

Ｈ型ＰＣ杭の形状 施工（中掘圧入工法　２軸オーガ）

土留擁壁　施工例 アンダーパス　イメージ

地下駐輪場　イメージ 調整池　イメージ

Ｈ型ＰＣ杭



様式B

当り) 円 円 円

経済性
= / × 100
= / × 100 = ％

日 日 日

工程
= / × 100
= / × 100 = ％

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

品質・出来形
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

安全性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

施工性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

環境
= 合計点

=

※記入要領

①「経済性」「工程」は従来技術との比較を単位あたりの数量で行う｡

②その他の調査内容に対する評価は3段階とし該当する番号に○印をつける。

　従来技術に比べ優れている（+1）

　　　　〃　　　同等程度である（0）

　　　　〃　　　劣っている（-1）

③（+1）及び（-1）に○印をつけた場合は、理由を記入する。

④減点要素とも、加点要素とも判断のつかない場合は、0に○印をつけて合計点を算出する。
⑤合計点は各項目（5つ）の評価の合計点を記入する。
⑥入力は 箇所のみとする。

26.20

短縮日数  従来技術の施工日数
26.20 52.00 50.4

工
程

従来技術と新技術の対応する施工サイクルについて、施工単位あたりの実施施工日数と従来技術の概算の施工日数を比較す
る。

従来技術 新技術 短縮日数
施工日数（ 50m 52.00 25.80

5,540,480

コスト差  従来技術コスト
5,540,480 16,512,000 33.6

コスト　( 10m 16,512,000 10,971,520

活用の効果　評価表

新技術名 Ｈ型ＰＣ杭 従来技術名 現場打ち擁壁工

単位あたりの関係するコスト(施工費、維持管理費等）と従来技術を使った場合の概算コストを比較する。
従来技術 新技術 コスト差

品
質
・
出
来
形

調査内容 評価 理由

・品質は向上するか 高強度ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾌﾟﾚｽﾄﾚｽｺﾝｸﾘｰﾄ

・出来形・精度は向上するか

・耐久性は向上するか

・品質・出来形の管理項目は減少するか 仮設山留、基礎工の低減

・品質・出来形の管理頻度は減少するか

２

安
全
性

調査内容 評価 理由

・墜落・転落事故の危険性が減少するか 擁壁部高所作業の削減

・重機災害の危険性が減少するか

・飛来・落下物災害の危険性が減少するか

・作業環境が向上するか（暗がり、騒音、狭所作業の減少） 仮設時構造上の安定

・危険物等の取り扱いが減少するか

２

施
工
性

調査内容 評価 理由

・現場での施工が減少するか 土工・鉄筋工・型枠工の削減

・仮設工が減少するか 仮設工の削減

・作業員の負担が減少するか 高所作業の削減

・熟練度に依存した作業が減少するか

・施工の機械化の程度は向上するか 機械施工

施工ヤード縮小による交通規制削減

・産業廃棄物の発生量は減少するか

４

・省エネルギー・省資源化が向上するか

環
境

調査内容 評価 理由

・周辺の大気汚染・土壌汚染・水質汚染が減少するか

・騒音・振動・粉塵・交通規制等が減少するか

経
済
性

調
　
　
　
　
　
査
　
　
　
　
　
項
　
　
　
　
　
目

２

・周辺の自然・生態環境・景観との調和は向上するか 地下水の流通を確保



様式Ｃ
経済性比較表

新技術名称：
従来技術名称：

経済比較する条件

○新技術の内訳（直接工事費） （10m当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要
Ｈ型ＰＣ杭材料費 H640　16m 9.52 本 696,000 6,625,920 @1050mm

荷下ろし費 9.52 本 16,000 152,320

工事費 中掘圧入工法 9.52 本 243,000 2,313,360

間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ工 鉄筋込み 80.00 m3 21,000 1,680,000

間詰清掃工 9.52 本 21,000 199,920

合計 10,971,520

○従来技術の内訳（直接工事費） （10m当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要
仮設山留工 グランドアンカー３段 100.00 m2 78,400 7,840,000 H=10m

躯体工 高10m(1)×幅6m(1.6) 196.00 m3 32,000 6,272,000 現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎工 φ1200-12m 5.00 本 480,000 2,400,000 2本/4m

合計 16,512,000

Ｈ型ＰＣ杭
現場打ち擁壁工

擁壁高さ８ｍ　中間層N=15　支持地盤（支持層）GL-12ｍ　施工重機運搬組立解体搬出費は含まない（一式250万円）
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																								A-1

		新技術等　申請資料（１／５）　表紙（概要） トウシンセイヒョウシガイヨウ

																		登録No.

		新技術等の
区分 シンギジュツトウ		□1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他																		4

																				番号：

		新技術等名称 シンギジュツトウ		Ｈ型ＰＣ杭 ガタクイ														収受受付年月日

																		処理区分

		ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ		そのまま仕上げ壁、完成体になるＰＣ土留材 シアヘキカンセイタイドドザイ														開発年				2003/4/15

		概要
（簡潔に箇条書きとする） ガイヨウカンケツカジョウガ		・盛土、切土に対して土留めをする技術である。
・本設工が仮設工を兼用でき、工期、工費を削減できる。
・高強度ｺﾝｸﾘｰﾄを使用したﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ方式ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ杭であり経済的断面である。
・断面形状がＨ型をしており、杭圧入後間詰め部にｺﾝｸﾘｰﾄを充填することにより、高い止水性を確保できる。
★★★主な用途★★★
・立体交差ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ・道路擁壁・調整池・橋台下部工・防震壁・造成地擁壁・水路　他 モドキドタイドドギジュツコウキョウドシヨウホウシキクイケイザイテキダンメンダンメンケイジョウガタクイアツニュウゴマヅブジュウテンタカシスイセイカクホオモヨウトリッタイコウサドウロヨウヘキボウシンヘキゾウセイチヨウヘキスイロ

		配慮事項
（県の地域特性等） ハイリョジコウケンチイキトクセイトウ		□１.軟弱地盤対策 ナンジャクジバンタイサク						□５.その他 タ												4

				□２.舗装関係 ホソウカンケイ

				□３.バリアフリー・ユニバーサルデザイン

				□４.省スペース化 ショウカ																番号：

		NETISへの登録状況		工種区分 (ﾚﾍﾞﾙ１，２まで記入) コウシュクブンキニュウ						登録年月日						登録番号				評価結果

				擁壁工 ヨウヘキコウ						38,303						KT-040028				試験フィールド事業 シケンジギョウ

		新技術等の
効果 シンギジュツトウ		従来技術名：				現場打ち擁壁工 ゲンバウヨウヘキコウ

				1.経済性		□1.向上（　％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　												番号：		1		33.6%

				2.工程		□1.短縮（　％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　												番号：		1		50.4%

				3.品質・出来型		□1.向上　□2.同程度　□3.低下												番号：		1

				4.安全性		□1.向上　□2.同程度　□4.低下												番号：		1

				5.施工性		□1.向上　□2.同程度　□5.低下												番号：		1

				6.環境		□1.向上　□2.同程度　□6.低下												番号：		1

				7.その他		□1.　（止水性　向上） シスイセイコウジョウ												番号：		1

		開発体制		□1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)																番号：		1

		開発者名 シャメイ		株式会社　ピーエス三菱 カブシキガイシャミツビシ

		問合せ先
（所在地が県内or県外を必ず選択） ショザイチケンナイケンガイカナラセンタク				会社名：										住所：

				技術				株式会社　ピーエス三菱 カブシキガイシャミツビシ								東京都中央区銀座７丁目16番12号（G-7ビル） トウキョウトチュウオウクギンザチョウメバンゴウ

				□1.県内 ケンナイ		担当部署：										TEL：		03-4562-3072

				□2.県外 ケンガイ				技術本部土木技術第二部 ギジュツホンブドボクギジュツダイ2ブ								（内線） ナイセン		2544（中井） ナカイ

				2		担当者名：										FAX：		03-4562-3075

								中井、蝦名、荒井 ナカイエビナアライ								E-mail：		mnakai@psmic.co.jp

						会社名：										住所：

				営業				株式会社　ピーエス三菱 カブシキガイシャミツビシ								茨城県水戸市三の丸１－４－７３

				□1.県内 ケンナイ		担当部署：										TEL：		029-227-0015

				□2.県外 ケンガイ				東京土木支店水戸営業所								（内線） ナイセン

				1		担当者名：										FAX：		029-227-0037

								阿部								E-mail：		n-abe@psmic.co.jp

		施工実績 セコウジッセキ		県内現場 ケンナイゲンバ		0				件　←自動計算のため入力しないこと ケンジドウケイサンニュウリョク

				　当該新技術等に関する説明会・現地見学会等の開催の可否（県内開催に限定） トウガイシンギジュツトウカンセツメイカイゲンチケンガクカイトウカイサイカヒケンナイカイサイゲンテイ																		1

		新技術等の シンギジュツトウ		□1.発注者側の希望日・希望場所で開催可能 ハッチュウシャガワキボウビキボウバショカイサイカノウ

		ＰＲ		□2.開発側で日程等を準備する。 カイハツガワニッテイトウジュンビ

				□3.実施しない（県内での開催は無理，又は，個別に対応する，など） ジッシケンナイカイサイムリマタコベツタイオウ																番号：



名称：□内をダブルクリックしてから入力してください

※□内をダブルクリックしてから入力してください。
※副題は新技術等のイメージがわかるような表現としてください。

開発年月日を入力してください。

該当する番号を入力してください
（１つだけ選択）

該当する番号を入力してください
 (１つだけ選ぶ）

該当する番号を入力してください
 （１つだけ選択）

従来技術名：□内をダブルクリックしてから入力してください
　・比較する従来技術等名称なしは不可とします。
　・従来技術等名は一般に多く用いられている技術とし、基本的　には「国土交通省土木工事標準積算基準書」　及び「積算基準及び標準歩掛（土木編）」(茨城県土木部編集)に示されている工法から選択してください。
　※「国土交通省土木工事標準積算基準書」は，市販本があります。
　※「積算基準及び標準歩掛（土木編）」は，茨城県庁1F「公共事業情報センター」で閲覧・複写可能です。

該当する番号を左欄に入力してください
　・別添様式「B-2」を必ず記入し、それに沿った
　　形で入力してください。
　・各項目で従来技術と比較して「向上、同程
　　度、低下」の中から評価し選択してください。
　　（その根拠となる資料を添付してください）
　

該当する番号を左欄に入力してください
　・別添様式「B-2」を必ず記入し、それに沿った
　　形で入力してください。
　・各項目で従来技術と比較して「向上、同程
　　度、低下」の中から評価し選択してください。
　　（その根拠となる資料を添付してください）

該当する番号を左欄に入力してください
　・別添様式「B-2」を必ず記入し、それに沿った
　　形で入力してください。
　・各項目で従来技術と比較して「向上、同程
　　度、低下」の中から評価し選択してください。
　　（その根拠となる資料を添付してください）

該当する番号を左欄に入力してください
　・別添様式「B-2」を必ず記入し、それに沿った形
　　で入力してください。
　・各項目で従来技術と比較して「向上、同程度，
　　低下」の中から評価し選択してください。
　　（その根拠となる資料を添付してください）
　

該当する番号を左欄に入力してください
　・別添様式「B-2」を必ず記入し、それに沿った
　　形で入力してください。
　・各項目で従来技術と比較して「向上、同程度，
　　低下」の中から評価し選択してください。
　　（その根拠となる資料を添付してください）
　

該当する番号を左欄に入力してください
　・別添様式「B-2」を必ず記入し、それに沿った
　　形で入力してください。
　・各項目で従来技術と比較して「向上、同程度，
　　低下」の中から評価し選択してください。
　　（その根拠となる資料を添付してください）

該当する番号を左欄に入力してください
　・別添様式「B-2」を必ず記入し、それに
　　沿った形で入力してください。
　・各項目で従来技術と比較して「向上、同程
　　度、低下」の中から評価し選択してください。
　　（その根拠となる資料を添付してください）
　

該当する番号を入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください。
※会社名等を記入

※当該技術等に関し対応のできる問い合わせが県内にあるかどうか番号を　
　記入してください。
※県内に支店等があっても，対応できない場合は対象外とします。

※当該技術等に関し対応のできる問い合わせが県内にあるかどうか番号を　
　記入してください。
※県内に支店等があっても，対応できない場合は対象外とします。

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください
   
※技術等の開発目標、用途、導入効果がわかるように、簡潔に箇条書き等で記入してください

※詳細はA-2以降で記載してください。ここでは，概要が分かれば十分です。

別添様式B-2の値(%)を記入。

別添様式B-2の値(%)を記入。

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリックしてから入力してください

□内をダブルクリック してから入力してください

□内をダブルクリック してから入力してください

□内をダブルクリック してから入力してください

□内をダブルクリック してから入力してください

mnakai@psmic.co.jp

n-abe@psmic.co.jp



A-2

										A-2

		新技術等　申請資料（２／５） トウシンセイ

		新技術等名称 トウ				Ｈ型ＰＣ杭		登録No.

				（特　徴）

				・本設工が仮設工を兼用でき、工期・工費の低減が可能。
・従来の現場打ちコンクリートの大半が工場製品となるため、大幅な工期削減となる。
・ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ桁と同じ製造方法で製作・品質管理されているため品質保証された製品である。
・H型PC杭の間にｺﾝｸﾘｰﾄを打設するため、高い止水性を確保できる。
・杭幅が1.05mであり、2軸オーガーで掘削するため施工速度が速く全体工期を削減できる。
・底版下の杭セクション部に隙間が有り地下水の流れを遮断しない。
・中堀工法の採用で、低騒音・低振動で施工が可能。
・無水掘削であり、沈設後の周辺地盤の乱れが小さく施工ヤードが汚れず周辺環境に良い。
・水抜き材設置により、地震時間隙水圧上昇を防止し液状化を抑制することが可能。
・目地部が重ね合わせのスライド構造であり、水平方向の施工誤差を80mm吸収できる。
・縦方向に接続することにより、運搬不可能な杭長にも対応できる。
・先端根固めをすることにより、杭としての機能も発揮することが可能。
・仮設土留を使用しないため、施工用地の削減→交通渋滞の緩和→社会的コストの削減につながる。
・県内に工場を保有(行方郡玉造町大字芹沢字上山920-82)。県内産の材料を使用。運搬費の軽減が可能。
 カノウジュウライゲンバウオオハバコウキサクゲンタカシスイセイカクホカセツドドシヨウセコウヨウチサクゲンコウツウジュウタイカンワシャカイテキサクゲンケンナイコウジョウホユウケンナイサンザイリョウシヨウウンパンヒケイゲンカノウ

				（施工方法）

				①部材の搬入。
②導枠の設置。
③オーガスクリューをH型PC杭に挿入(H型PC杭建込み前に杭本体にオーガをセットします)。
④3点式杭打ち機にH型PC杭をセット。
⑤2軸のオーガスクリューにより杭先端を掘削しながらH型PC杭を沈設。
⑥所定深度まで沈設が完了したら、オーガスクリューを引き抜く。支持杭としての機能が必要な場合は、先端根固めを行う。
⑦間詰め部の清掃。必要に応じて、鉄筋かご・水抜き材の設置。
⑧間詰めコンクリートの打設。

				（施工単価等）		□1(1).歩掛あり（標準）　□1(2).歩掛あり（独自）　□2.歩掛なし ヒョウジュンドクジ				1(2)

				・施工費：積算資料(案)に掲載
・材料費：
　　①杭長10.0m～15.0m以下の1本当たりの材料費：435,000～652,500円
　　②杭長15.5m～20.0m以下の1本当たりの材料費：674,250～870,000円
　　③杭長20.5m～25.0m以下の1本当たりの材料費：891,750～1,087,500円
 セコウヒザイリョウヒクイイカザイリョウヒエンエンエン

				（適用条件）

				施工、使用上の条件：
　Ｎ値≦100、100mm以上の玉石が出現する土質条件では、補助工法が必要である。
適用条件：三点式杭打ち機　施工ヤード13m×30m以上
①標準断面での適用の範囲としては、最大壁高8m程度であるが、地盤条件によっては、部材断面高さを増加させることは可能であり、それ以上の壁高（9～10m程度）でも対応可能である。
②間詰部に補強材としてH鋼を設置することによりH型PC杭と間詰部の合成効果により、剛性を向上させ対応壁高を増加させることが可能である。
 セコウシヨウジョウジョウケンチイジョウタマイシシュツゲンドシツジョウケンホジョコウホウヒツヨウテキヨウジョウケンセコウイジョウテイド



□内をダブルクリックしてから入力してください
  
　・どのような効果が期待できるのかを、簡潔に箇条書き等で記入してください

□内をダブルクリックしてから入力してください
  
　・施工手順がわかるように、箇条書き等で記入してください

該当する番号を入力してください
　・歩掛あり(標準)とは、「国土交通省土木工事標準積算基準書」及び
　　「積算基準及び標準歩掛（土木編）」（茨城県土木部編集）に掲載のある場合。
　・歩掛(独自）とは、協会若しくは自社で算定した歩掛がある場合。
　（この際、根拠となる資料を添付してください）

□内をダブルクリックしてから入力してください
  
　・新技術等の施工単位当りの単価、価格、損料等のいずれかがわかるように記入してください
　・施工条件等により価格が変わる場合には、一般的な施工条件で使用した場合の施工条件及び単価等とすること。
　・物価資料、見積によるといった表現は不可（必ず金額を明示すること）

□内をダブルクリックしてから入力してください
  
　・新技術等の施工、使用上の制約または自然条件（土質、法勾配、流速等）、適用条件（作業スペース、使用機械の大きさ、施を記入してください



A-3

												A-3

		新技術等　申請資料（３／５） トウシンセイ

		新技術等名称 トウ				Ｈ型ＰＣ杭 ガタクイ				登録No.

				（施工上・使用上の留意点）

				①支持杭として使用する場合は先端根固めを行う。
②100～200mm程度の玉石が点在する場合、専用のハンマーグラブにより撤去する。
③300mm以上の玉石が点在する場合、杭を引き抜き補助工法により破砕する。
④間詰部の土砂は専用ﾊﾞｹｯﾄにより排除し、高圧水にて洗浄。間詰ｺﾝｸﾘｰﾄの付着を確保する。
 ホジョコウホウ

				（残された課題と今後の開発計画）

				①製品バリエーションの充実(形状・寸法・有効プレストレス量)
②設計・施工マニュアルの作成
③空頭制限下での施工
④更なるコスト縮減　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 クウトウセイゲンカセコウサラシュクゲン

				（実験等作業状況）

				①施工実証試験および水平載荷試験　　②継ぎ杭施工確認試験および載荷試験
③施工精度および止水性の確認試験　　④水圧試験
⑤底版との接合構造（剛結）確認試験 セコウジッショウシケンスイヘイサイカシケンツクイセコウカクニンシケンサイカシケンセコウセイドシスイセイカクニンシケンスイアツシケンテイバンセツゴウコウゾウゴウケツカクニンシケン

				（添付資料）

				実験資料等

				Ｈ型ＰＣ杭　実証試験報告書（概要） ガタクイジッショウシケンホウコクショガイヨウ

				積算資料等

				Ｈ型ＰＣ杭　積算ﾏﾆｭｱﾙ（案） ガタクイセキサンアン

				施工管理基準資料等 セコウカンリキジュン

				Ｈ型ＰＣ杭　施工ﾏﾆｭｱﾙ（案）作成中 セコウアンサクセイチュウ

				その他

				製品品質規格：ＪＩＳ（ＰＣ矢板）　文献：道路橋示方書他 セイヒンヒンシツキカクヤイタブンケンドウロキョウシホウショホカ

				特　許		□1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し				番号		2

										特許番号

				実用新案		□1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し				番号		4

										新案番号

						制度名、番号 セイドナ		制度名、番号 セイドナ

				その他の

				制度等に		証明年月日		証明年月日

				よる証明

						証明機関 ショウメイキカン		証明機関 ショウメイキカン

						証明範囲 ショウメイハンイ		証明範囲 ショウメイハンイ



製品の品質規格，当該技術において参考とした文献（論文、報告書）等があれば名称を記入（別添のこと）

箇条書きでまとめてください。

箇条書きでまとめてください。

・新技術等について，妥当等を確認するためにどのような試験を実施し、どのような結果が得られたかを記入してください。
　　（添付資料として別添でも可）

新技術等について、行った実験資料がある場合は、実験資料名を記入してください（資料を別添のこと）

新技術等の歩掛、見積等がある場合は、添付するとともに積算資料名を記入してください

新技術等を使用する場合の現場での出来形管理基準及び規格値があれば，名称を記入（資料別添のこと）
　・新技術等を使用する場合の現場での品質管理基準及び規格値があれば，名称を記入（資料別添のこと）



A-4

										A-4

		新技術等　申請資料（４／５）　施工実績 トウシンセイセコウジッセキ

		新技術等名称 トウ				Ｈ型ＰＣ杭				登録No.

				実績件数　   県内現場数→ ケンナイゲンバスウ		0		件　　　　　　　　　　　　　　　県外現場数→ ケンケンガイゲンバスウ		4

		施工実績 セコウジッセキ		発　注　者		工　期 コウキ		工　事　名
及び
路河川等名称 オヨロカセントウメイショウ		工事請負者 コウジウケオイシャ

		県内 ケンナイ

		県外 ケンガイ		㈱ピーエス三菱 ミツビシ		2003/9/16～12/24		Ｈ型ＰＣ杭　実証試験－１ ガタクイジッショウシケン		㈱ピーエス三菱 ミツビシ

				㈱ピーエス三菱 ミツビシ		2004/5/25～7/6		Ｈ型ＰＣ杭　実証試験－２ ガタクイジッショウシケン		㈱ピーエス三菱 ミツビシ

				㈱ピーエス三菱 ミツビシ		2004/10/25～12/2		Ｈ型ＰＣ杭　実証試験－３ ガタクイジッショウシケン		㈱ピーエス三菱 ミツビシ

				東京都江戸川区役所 トウキョウトエドガワクヤクショ		2005/1/21～3/30		葛西駅前駐輪場工事
（製品納入のみ　2005年度施工予定　県内工場で生産） カサイエキマエチュウリンジョウコウジセイヒンノウニュウネンドセコウヨテイケンナイコウジョウセイサン		㈱ニューテック

		実績数が多い場合は，別添としても可。なお，その際も，件数についてはこの表に記入すること。 ジッセキスウオオバアイベッテンカサイケンスウヒョウキニュウ





A-5

																		A-5

		新技術等　申請資料（５／５）　（写真等） トウシンセイシャシントウ

		新技術等名称 トウ				Ｈ型ＰＣ杭												登録No.

				Ｈ型ＰＣ杭の形状 ガタクイケイジョウ										施工（中掘圧入工法　２軸オーガ） セコウナカホリアツニュウコウホウジク

				土留擁壁　施工例 ドドヨウヘキセコウレイ										アンダーパス　イメージ

				地下駐輪場　イメージ チカチュウリンジョウ										調整池　イメージ チョウセイイケ



写真のタイトルを記入

写真を添付（電子データ）

写真を添付（電子データ）

写真のタイトルを記入

写真を添付（電子データ）

写真のタイトルを記入

写真を添付（電子データ）

写真のタイトルを記入

写真を添付（電子データ）

写真のタイトルを記入

写真を添付（電子データ）

写真のタイトルを記入

Ｈ型ＰＣ杭
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